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所管事務調査報告書 

 

 

本委員会は所管事務の調査について、下記のとおり会議規則第４７条の規定により報告し

ます。 

 

記 

 

１ 開催期日 令和７年２月２１日（金） 

２ 開催場所 役場議員控室 

３ 調査事項 

（１）所管事務調査  

①保健衛生課  ・帯状疱疹ワクチンの定期接種について 

②学 務 課  ・学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金事業について 

 

 

４ 調査結果  

本委員会は、閉会中の調査事項でありました所管事務について、町側から副町長、教育長

及び担当課長の出席を求め、開催しました。 

調査の方法は、町側から説明を求め、その後質疑を行いました。 

以下、調査の概要と質疑等のありました主なものについて、報告いたします。 

 

 

 

 



保健衛生課 

・帯状疱疹ワクチンの定期接種について 

１.帯状疱疹ワクチンの定期接種計画

接種の個人努力義務：なし、市町村による勧奨：なし

実費徴収可能

： 令和７年５月から

： ① 65歳

〇 現在日本では、帯状疱疹の予防を目的として、２種類のワクチンが薬事承認されています。

ワクチン価格

〇

〇

〇

　100歳）を位置図けます。

  予防接種 ： 市町村が行う
定期接種Ｂ類   の分類

接種時期  

対 象 者  

② 60～64歳で重症化リスクが高い方

③ 65歳を超える方（令和7年度から11年度）

・5年間の経過措置として、5歳年齢ごと（70、75、80、85、90、95、

・101歳以上の方は、令和7年度に全員を対象とします。

２,帯状疱疹ワクチンの種類と接種費用

種類
乾燥弱毒性水痘ワクチン 乾燥組換え帯状疱疹ワクチン

「ビケン」（阪大微生物研究会） 「シングリックス」（GSK）

接種方法 １回接種
２回接種

（2ヶ月後から6ヶ月後までに2回目接種）

接種費用(税込)
７，１５０円 ２０，３５０円/１回

（予定）

内
訳

４，９５０円（町） １８，１５０円
（予定）

手技料
２，２００円 ２，２００円

（予定）

町内医療機関での自己
支払額（予定）

２，２００円 ２０，３５０円/１回

個人の申請による
町助成（償還払）

町外医療機関で全額支払の方
（ワクチン代金上限4,950円）

１０，０００円/１回

国（交付税措置）３割

町助成については、全国調査等を参考に、検討しています。

近隣市町村についても東北町と同程度で検討しています。

推計

実費徴収額
（自己負担）

２，２００円 １０，３５０円/１回

町助成 ４，９５０円（医薬材料費） １０，０００円/１回（扶助費）

 

【質疑】ワクチンの種類が２種類ありますが、ビケンとシングリックスの特徴・特性を教え

てください。 

【回答】ビケンは生ワクチンで、シングリックスは組換えワクチンと示されております。 

    また厚生労働省の資料から、知見による予防効果として、ビケンは５年程度、シン

グリックスについては１０年後も７割程度効いているといったことから、値段にも

違いがあるということです。 

 



【質疑】町としては、どちら側を進めるということでなく個人の選択になるとすれば、ワクチン

の違いについて多くの問い合わせが予想されますが、考えている対応策などはあります

か。 

【回答】４月に対象者へ直接予診票を発送いたします。実際の接種は５月中頃の予定で医療機関と

相談しておりますが、それに間に合うように４月以降の広報等で周知する予定です。また、

ワクチン接種について病院の医師への相談も必要になると思います。 

学務課 

・学校給食費無償化等子育て支援市町村交付金事業について 

１ 事業概要：県の交付金を活用し、子育て世代の経済的負担を軽減するため、保護者が負

担する高等学校（高等専門学校含む）の修学旅行に要する経費を予算の範囲

内で補助する。 

２ 対 象 者：対象人数 １２０名で想定 

（１） 保護者が東北町内に住所を有し高等学校等に通学する生徒の保護者 

※対象とならないケース 生活保護の教育扶助を受けている場合、県の就学援助制度

を受けている場合。他市町村から同様の支援を受けている場合。 

３ 予 算 額：60,000 円×120 名＝7,200,000 円 

※小・中学校修学旅行費支援についても、令和６年度同様 

小学校 ３万円 

中学校 ５万円 支援します。 

４ 予算編成資料 

№ 修学旅行費支援事業 
総事業費 

（予算額） 

交付申請額 

① 

県補助金決定額

（10/10）② 

町負担額 

（①－②） 

１ 小学生 3,810,000 3,810,000 3,810,000    0 

２ 中学生 5,600,000 5,600,000 5,600,000    0 

３ 高校生 7,200,000 7,200,000 6,257,000 943,000 

学務課小計 16,610,000 16,610,000 15,667,000 943,000 

福祉課事業 41,894,000 41,894,000 41,894,000    0 

事業費計 58,504,000 58,504,000 57,561,000 943,000 

【質疑】県の学校給食費無償化事業について、東北町は以前から無償化しており、その点で弾力

化すると聞いたが、県から町村に通達等が来ているのであれば中身を聞きたい。 

【回答】この事業がスタートした最初の要件としては、既に給食費の無償化を実施しているとこ

ろは給食費以外について支援することとなっており８０％の補助でした。令和７年度は

以前から給食費の支援をしていた市町村についても、給食費に振り替え可能で１００％

の補助になります。 



町民課    

 ・補正予算の概要説明 

福祉課    

・補正予算の概要説明 

高齢介護課  

・補正予算の概要説明 

保健衛生課  

・補正予算の概要説明 

学務課    

・補正予算の概要説明 

社会教育スポーツ課  

・補正予算の概要説明 

その他 

・小規模特認校について（甲地小学校） 

【質疑】スクールバスの送迎範囲や教員の確保、何を特徴にするのか等、教育委員会としてどう

いう構想を持っているのか教えて下さい。 

【回答】まず、令和７年度から初めて甲地小学校は複式学級が始まります。さらには、本来であ

れば甲地小学校に入学する子供たちが東北小学校を選んでいるような現象があり、急激

な甲地小学校の児童の減少を食い止める一つの方策が小規模特認校です。小さな学校だ

からこそできる教育があるので、教育委員会としては甲地小学校を残していきたいと考

えています。初めて取り組むことでいろいろ問題があると思いますが、切田中学校や弘

前市の常盤野小学校等も参考にしながら準備を進めていきたいと思っております。令和

８年度開校に向け令和７年度を準備期間としておりますので、具体的な計画については

新年度になります。 

 

・保健福祉センター配管トラブルについて 

【質疑】保健福祉センター配管トラブルの内容を教えて下さい。 

【回答】２月１９日夕方５時半頃、乙供にある保健福祉センター内の女子浴槽とシャワーの給湯

管をつないでいる部分が２０センチぐらいあり、取り外しできるようにねじ込んでいる

部分から漏水が発生しました。当日は部品等の取扱業者さんもお休みでしたので、次の

日に注文して午前中に補修いたしました。午後から清掃、それからテストして２０日か

ら復旧させております。同じ箇所が男子浴槽にもあり、同じトラブルがおきることが考

えられますので、点検口を準備しようと考えております。 

 


